





































































































































































































































































































































20 瀬戸 卵巣腫瘍の冠子顕微．鏡的研究 札幌用具1979
5　結 語
　手術的に摘出した卵巣腫瘍で光顕的にムチン性嚢胞腺腫
（7例），ムチン性嚢胞腺癌（2例）と診断された症例を電顕
的に分析検討し，以下の結果を得た．
　　1．ムチン性嚢胞腺腫の上皮を構成する細胞は分泌細
胞，円柱状細胞および小型穎粒に特徴づけられる．細胞の3
型に分類された．
　　2．分泌細．胞は分泌穎粒を多数有し，所々で杯細胞の形
態をな．し，さらに核上部領域に粗面小胞体，発達したゴル
ヂ野などの所見を認めることより，この細胞は腸管上皮に
みられるgoblet　cellに類似しているものと思われる．
　　3．円柱状細胞は細胞自由縁のbrush　border，細胞上
部のternlinal　webさらにbrush　borderを覆うsur－
face　coatなどの微細構造より，腸管上皮の吸収細胞に一
致するものと思われる．
　　4．少数では．あるがargenta田n　cellが認められた・
　　5．ムチン性嚢胞腺腫の上皮を構成している細．胞の超微
形態学的特徴より，本腫瘍がteratOma由来であること
が示唆された．
　稿を終るに臨み，御煎導いただいた恩．師明石勝英名誉教
援，橋本正淑教授，御．助言・御校閲を賜わった本学病理小
野江為則教授に深謝すると共に，直．接御指導いただいた川
瀬哲彦助教授に謝意を表します・
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Fig．1～9　ムチソ性嚢胞腺腫
　　Fig．1　分泌細胞
　　　　　細質の大部分は分泌穎粒（Sg）により占められ杯細胞の形態をなしている．細胞内小器官は細胞
　　　　　周辺部に圧排されている．杯細胞と杯細胞にはさまれた細胞はhybrid　cellの形態をとってい
　　　　　る．細胞由縁にmicro丘1amentを有する微絨毛がみられ，細胞上部に大小不同で同質性の分泌
　　　　　顯粒を認める．不定型の糸粒体も認められる．　18，000×
　　Fig．2　分泌細胞
　　　　　細胞自［h縁から微絨毛（Mv）が突出．微絨毛内にmicro丘lamenUよみられない．　5，000×
　　Fig．3　分泌細胞
　　　　　分泌願粒（Sg）の下方に糸粒体（Mt），粗面小胞体（rEr）が存在する．良く発達したゴルヂ野（G）
　　　　　がみられる．分泌頬粒（Sg）と類似の内容を有する不整形の穎粒がゴルヂ野の周辺にみられる．
　　　　　10，000×
　　Fig．4・　分泌細胞
　　　　　核上部での横断像である．分泌頼粒（Sg）は細胞中央部に存在し，その周囲をゴルヂ野（G）がと
　　　　　り囲む．さらにその周囲には粗面小胞体などの小器官が同心円状に配列している，細胞間々隙
　　　　　（ls）は拡大して多数の細胞質突起が出されている．明るく染色されないグリコーゲン野（Gl）と
　　　　　思われる部分もみられる．　5，000×
　　Fig．5　上皮層の基底部
　　　　　細胞の形態は不規則である．細胞間々隙（ls）は拡大し，細胞質突起（Ci）により連結している．
　　　　　基底膜（Bm）．　　5，000×
　　Fig．6　上皮展の中間部
　　　　　核（N）は大型で細胞質の大部分を占め，核縁はやや不規則で，深いきれこみを呈しているものも
　　　　　ある．細胞間合は細胞質突起（Ci）で複雑に絡みあっている．　5，000×
　　Fig．7　上皮層の中間部から表層部への移行部ゴルヂ野（G），分泌細粒（Sg）おび長管状の粗面小胞
　　　　　体（rEr）が認められる．　5，000　x
　　Fig．8　円柱状細胞
　　　　　細胞自r｝1縁から同じ長さの微絨毛（Mv＞が突出し，規則的に配列してbrush　borderを形成し
　　　　　ている．微絨毛（Mv）内を縦i走するmicro丘lamentはterminal　web（Tw）に終っている．
　　　　　brush　borderを覆う微細な線維状構造はsurface　coat（一・）と思われる．微絨毛（Mv）基底部
22 瀬戸　　卵巣腫瘍の電子顕微鏡的研究 札幌医誌1979
　　　　　間の表面細胞膜は不規則で細抱質内へ陥凹して，pinocytotic　vesicleを形成している．この
　　　　　pinocytotic　vesicleが帯状に配列（→）している所もある．　15，000×
　　Hg．9　小型穎粒を有する細胞（argenta田n　ce11）種々の電子密度を有する限界膜につつまれた穎粒
　　　　　が認められる．
　　　　　基底膜（Bm）に面して存在する．　7，000×
Fig．10～12　ムチソ性嚢胞腺癌
　　Fig．10　細胞質中には大小不同で限界膜を有し，種々の電子密度を呈する分泌頼粒（Sg）が多数存在
　　　　　する．不定型の糸粒体に富んでいる．管状あるいはやや拡大した粗面小胞体もみられる．細胞表
　　　　　面には微絨毛（Mv）がみられ，隣接の非分泌細胞の表面に不完全ながらbrush　bσrder（→）が
　　　　　存在する．surface　coat（→）もみられる．　5，000×
　　Fig．11　核縁は不整，長管状あるいは拡大した粗面小胞体（rEr）を認める．ゴルヂ野（G）もみられ
　　　　　る．大小不同で限界膜を有し，種々の電子密度を呈する分泌順粒が認めら，れその中でdense
　　　　　coreを有するもの（→）もみられる．　5，000X
　　Fig。12　基底膜）Bm）は所々で断裂，欠損しており，その部から腫瘍細胞が問質（St）内へ侵入（一・）
　　　　　している．　7，000×
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